ここ数年でパーソナルコンピュータの値段が急激に下落してきた。10年前にパーソナルコンピュータを買うとなると40万円、50万円とかかったものが、10万円前後で手に入れることができるようになった。パーソナルコンピュータの性能を表すCPU《パーソナルコンピュータの頭脳部分》の処理単位も4、5年前は300MHz（メガヘルツ）だったものが、今では3GHz（ギガヘルツ・1 GHz〈ギガヘルツ〉は1000 MHz〈メガヘルツ〉）となり、数字だけで見ると10倍の処理速度になっている。では使うソフトはどうかというと、ワープロ、表計算と、ビジネスでは大きな変化はあまりないが、それぞれのソフトの機能が増えてきている。ソフトの機能のためにパーソナルコンピュータが進化するのか、パーソナルコンピュータの進化に合わせてソフトの機能が増えるのか、どちらが先かは難しい話だ。昔のソフトを今のパーソナルコンピュータで使用すればサクサク作動することも確かだが、ホビー面では、画像の録画編集とAV機器との統合を考えると、まだまだパーソナルコンピュータの性能は進化し続けることだろう。
